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転車二L)レゴメーターをmいて. -(;卒業の 7.5%の負荷で 6
秒間の全力ペダリングを 30秒の休息、をはさみ， 2. 5. 
10セット行った.自転車運動中に発機されたパワーは，




め，磁気共~号機能映像法を用いて安静{時および 2， 5， 
10セットのそれぞ、れの運動it後に犠綾和時間('1'2)強溺







ハムストリング (HM)， 1勾転筋群 (AD)の静5:設について
も検討したところ， QFでは 3稜類の運動会てに有窓な














(Buchanan et at. J. Ncurophysiol. 1986)神経系の制御機携
があるものと忠われる.
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